
〈
そ
の
家
系
②
〉

徳
川
将
軍
側
近
の
名
流

　
　
　
　
　
　

～
江
戸
後
期
の
激
浪
を
生
き
る
～

　

加
納
久
朗
の
家
系
図
を
江
戸
後
期
に
さ
か
の
ぼ
り

引
続
き
語
り
た
い
。
一
宮
藩
第
２
代
藩
主
加
納
久ひ
さ

堅か
た

は
天
明
６
年
（
１
７
８
６
）
８
月
75
歳
の
長
寿
を
全

う
し
て
死
去
し
、
養よ

う

嗣し

子し

久ひ
さ

周の
り

が
相
続
し
た
。
第
３

代
藩
主
と
な
る
久
周
は
旗
本
大
岡
忠
光
の
次
男
で
、

安
永
元
年
10
月
久
堅
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
娘
を
室

と
し
た
。
同
６
年
10
月
遺
領
を
継
ぎ
、
12
月
従
五
位

下
備
中
守
に
叙
任
さ
れ
、
翌
７
年
３
月
大
番
頭
（
江

戸
城
な
ど
の
警
備
に
当
る
大
番
の
隊
長
、
格
式
は
高

い
）、
６
月
初
代
藩
主
久ひ

さ

通み
ち

以
来
の
地
位
で
あ
る
側

御
用
取
次
（
将
軍
側
近
）
に
昇
進
し
て
遠

と
お
と
う
み
の
か
み

江
守
に
改

め
た
。
田
沼
意
次
政
権
下
に
あ
っ
て
、
開
明
派
松
平

定
信
（
白
河
藩
主
）
を
中
心
と
し
た
反
田
沼
グ
ル
ー

プ
に
参
加
し
た
。
天
明
７
年
（
１
７
８
９
）
田
沼
失

脚
を
受
け
て
定
信
に
よ
る
寛
政
改
革
が
開
始
さ
れ
る

と
同
時
に
御
側
と
な
り
、
改
革
政
治
の
推
進
勢
力
の

一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
老
中
松
平
定
信
と
同
本
多

忠た
だ

籌か
ず

そ
れ
に
加
納
久
周
は
寛
政
改
革
の
中
心
人
物
と

し
て
「
寛
政
の
三
忠
臣
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

定
信
は
、
そ
の
著
『
宇う

げ
の
ひ
と
こ
と

下
人
言
』
の
中
で
「（
久

周
の
）
人
と
な
り
剛
直
、
至

い
た
っ
て
よ
く
人
を
み
る
。
又

偉
人
」
と
評
し
、「
初

は
じ
め
て
牧
野
備
前
守
か
た
（
方
）

の
村
高
は
２
４
７
１
石
７
斗
４
升
４
合
４
勺
８
才

で
、
加
納
氏
と
旗
本
篠
山
氏
の
相あ

い

給き
ゅ
う（
複
数
領
主
支

配
）
で
あ
り
、
戸
数
は
６
７
８
戸
で
あ
っ
た
。
天
保

14
年
（
１
８
４
３
）
の
村
明
細
帳
に
よ
る
と
、
本
百

姓
３
６
７
人
、
水
呑
百
姓
２
３
２
人
、
牛
馬
１
７
３

疋ひ
き

を
数
え
、
寛
政
５
年
よ
り
も
戸
数
は
減
少
し
て
い

る
。
天
保
の
大だ

い

飢き

饉き
ん

の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
元
禄

期
（
１
６
８
８
～
１
７
０
３
）
頃
か
ら
、
村
で
は
定

期
市
の
三
斎
市
が
開
か
れ
、
次
い
で
六
斎
市
も
盛
ん

に
な
り
九
十
九
里
地
方
を
代
表
す
る
交
易
場
・
宿
場

町
に
発
展
し
た
。

　

加
納
氏
は
享
保
11
年
（
１
７
２
６
）
初
代
藩
主
久

通
の
時
に
大
名
に
取
り
た
て
ら
れ
た
が
、
参
勤
交
代

を
行
わ
な
い
定じ

ょ
う
ふ府
（
江
戸
在
住
）
大
名
で
あ
っ
た
。

に
て
あ
ひ
（
会
い
）、
忽
た
ち
ま
ち
信
じ
て
信
友
と
な
る
」

と
記
し
、
久
周
を
逸
材
と
し
て
評
価
し
、
彼
へ
の
友

情
と
信
頼
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
後
久
周
は
寛
政

５
年
（
１
７
９
３
）
正
月
若
年
寄
と
な
り
、
同
８
年

９
月
に
上

こ
う
づ
け
の
く
に

野
国
（
現
群
馬
県
）
新
田
郡
内
７
か
村
と

佐
位
郡
内
５
か
村
に
３
０
０
０
石
を
加
増
さ
れ
、
合

わ
せ
て
１
万
３
０
０
０
石
と
な
り
以
後
藩
の
石
高
は

固
定
す
る
。
彼
は
翌
９
年
閏う

る
う７
月
に
側
御
用
取
次
を

辞
し
、
同
12
年
12
月
に
伏
見
奉
行
（
京
都
・
伏
見
と

周
辺
幕
領
の
行
政
・
裁
判
を
担
当
）
を
勤
め
、
文
化

５
年
（
１
８
０
８
）
６
月
致ち

仕し

し
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

次
の
第
４
代
久ひ

さ

慎ち
か

は
久
周
の
嫡
男
で
同
６
年
11
月

大
番
頭
を
勤
め
た
が
、
文
政
４
年
（
１
８
２
１
）
８

月
没
し
た
。
久
慎
の
遺
領
を
襲
封
し
た
第
５
代
久ひ

さ

儔と
も

は
、
文
政
４
年
12
月
に
従
五
位
下
遠
江
守
に
叙
任
さ

れ
、
文
政
９
年
（
１
８
２
６
）
３
月
、
そ
れ
ま
で
本

拠
と
し
て
い
た
伊
勢
国
三
重
郡
八
田
村
か
ら
陣
屋
を

上か
ず
さ
の
く
に

総
国
長
柄
郡
一
宮
本
郷
村
に
移
し
一
宮
藩
藩
主
と

し
て
入
府
し
た
。
譜
代
大
名
一
宮
藩
（
加
納
藩
）
が

正
式
に
誕
生
し
た
。
陣
屋
が
置
か
れ
た
一
宮
本
郷

村
は
一
宮
村
と
も
い
い
、
九
十
九
里
平
野
の
南
部

を
流
れ
る
一
宮
川
下
流
の
右
岸
に
位
置
し
外
房
往

還
の
街
道
筋
に
あ
っ
た
。
寛
政
５
年
（
１
７
９
３
）

参
勤
交
代
を
行
う
大
名
に
昇
格
し
た
時
期
は
弘
化
期

（
１
８
４
４
～
１
８
４
７
）
で
、
藩
主
久
儔
の
時
で
あ

る
。
藩
主
が
支
配
地
に
直
接
出
向
く
よ
う
に
な
っ
た

背
景
に
は
、
異
国
船
の
侵
入
に
備
え
て
沿
岸
警
備
を

徹
底
さ
せ
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

久
儔
は
戦
国
時
代
の
一
宮
城
跡
（
現
城
山
）
に
陣
屋

を
構
え
た
が
、
小
高
い
丘
陵
の
上
に
立
つ
陣
屋
は
眺

望
に
め
ぐ
ま
れ
、
領
内
は
も
と
よ
り
は
る
か
海
岸
線

か
ら
沖
合
ま
で
一
望
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　　
「
内
憂
外
患
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
打
ち
続
く
凶

作
は
農
民
ら
を
疲
弊
の
極
に
追
い
込
み
、
打
ち
こ
わ

し
な
ど
の
暴
動
に
走
ら
せ
た
。
日
本
の
周
辺
海
域
に

は
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
帝
国
主

義
列
強
の
艦
艇
が
し
き
り
に
廻
航
し
開
国
を
求
め
て

き
て
い
る
。
一
宮
藩
の
あ
る
九
十
九
里
浜
の
沖
合
に

も
異
国
船
が
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外
国
船

の
相
次
ぐ
来
航
に
よ
り
政
情
不
安
が
高
ま
り
、
幕
府

の
鎖
国
政
策
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
た
。
天
保
８
年

（
１
８
３
７
）
２
月
、
大
坂
で
起
き
た
元
東
町
奉
行

与
力
・
陽
明
学
者
大
塩
平
八
郎
に
よ
る
世
直
し
騒
動

は
驚
天
動
地
の
大
事
件
で
あ
っ
た
。

　

水
戸
藩
主
徳
川
斉な

り

昭あ
き

（
烈
公
）
は
、
事
件
の
一
報

に
接
し
「
明
日
は
江
戸
城
に
不
時
登
城
し
て
老
中
ど

も
を
残
ら
ず
呼
び
集
め
十
分
に
国
家
の
こ
と
を
論

じ
、
諸
事
倹
素
に
返
し
、
中
興
一
新
の
説
を
述
べ
よ

う
と
思
う
」（
現
代
語
訳
）
と
、
幕
政
改
革
の
緊
急

性
を
痛
切
に
自
覚
し
た
こ
と
を
『
丁て

い

酉ゆ
う

日
録
』
に
記

し
た
。
斉
昭
は
同
年
『
戊ぼ

じ
ゅ
つ戌

封
事
』（
建
白
書
）
を

将
軍
家
慶
に
差
出
し
、
幕
政
全
般
に
わ
た
る
改
革
が

必
要
で
あ
る
と
力
説
し
た
。「
内
憂
外
患
」
が
極
め

て
深
刻
な
段
階
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
特
に
「
内

憂
」
の
最
悪
な
も
の
と
し
て
、
困
窮
す
る
民
衆
の
蜂

起
と
武
備
の
ゆ
る
み
を
あ
げ
「（
相
次
ぐ
民
衆
の
打

ち
こ
わ
し
は
）
畢
ひ
っ
き
ょ
う竟
上
を
恨
み
候
て
上
を
恐
れ
ざ
る

よ
り
起
り
申
し
候
」
と
強
調
し
た
。「
外
患
」
も
ま

た
深
刻
化
す
る
一
方
だ
っ
た
。
天
保
８
年
６
月
、
浦

賀
奉
行
が
日
本
人
漂
流
民
を
乗
せ
た
ア
メ
リ
カ
商
船

モ
リ
ソ
ン
号
を
「
異
国
船
打
払
令
」
に
よ
り
撃
退
す

る
事
件
が
起
き
た
。
斉
昭
は
海
防
の
緊
急
策
と
し
て

老
中
水
野
忠
邦
に
オ
ラ
ン
ダ
と
清
と
の
通
交
を
断
絶

し
、
自
ら
の
武
力
で
蝦
夷
地
を
占
領
し
た
い
と
申
し

出
た
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

久
儔
は
陣
屋
の
構
築
か
ら
間
も
な
い
文
政
11
年

（
１
８
２
８
）
大
砲
１
門
を
鋳
造
さ
せ
陣
屋
内
に
設

置
す
る
。
砲
名
は
「
活
発
」
で
、
移
動
に
便
利
な
よ

う
に
長
さ
１
・
２
ｍ
ほ
ど
の
車
付
台
（
台
車
）
が
備

え
て
あ
っ
た
。
筒
先
の
直
径
４
㎝
足
ら
ず
で
玉
も

１
０
０
匁

も
ん
め

（
約
３
７
５
ｇ
）
で
大
砲
と
称
す
る
に
は

破
壊
力
の
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。（
以
下
地
方
史

研
究
家
中
村
泰
氏
（
一
宮
町
在
住
）
の
論
文
な
ど
を

参
照
し
一
部
引
用
す
る
）。

　

前
10
年
11
月
に
大
番
頭
と
な
り
、
翌
11
年
８
月
に

備
中
守
に
改
め
た
。
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
６
月

に
伏
見
奉
行
に
移
り
、
再
び
遠
江
守
と
改
め
た
。
同

９
年
閏う

る
う４
月
江
戸
城
西
丸
の
修
築
の
た
め
に
５
０
０

両
を
上
納
し
、
こ
の
年
９
月
奏
者
番
に
昇
進
し
た
。

同
13
年
10
月
病
気
を
理
由
に
致
仕
し
、
長
子
久ひ

さ
あ
き
ら
徴
に

家
督
を
譲
り
隠
居
し
た
。

　

老
中
水
野
忠
邦
は
前
年
12
年
か
ら
天
保
改
革
を
開

始
し
て
い
る
。
加
納
家
は
将
軍
側
近
と
し
て
江
戸
幕

府
３
大
改
革
の
う
ち
、
享
保
改
革
と
寛
政
改
革
に
深

く
か
か
わ
っ
て
き
た
。
老
中
水
野
が
推
進
し
た
幕
府

の
最
後
の
改
革
に
久
儔
が
関
与
し
た
か
ど
う
か
不

明
で
あ
る
。
改
革
の
最
中
に
職
を
辞
し
た
こ
と
に

水
野
の
苛
酷
な
改
革
方
針
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

と
す
る
久
儔
の
政
治
判
断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
水
野
は
翌
14
年
改
革
の
失
敗

か
ら
老
中
の
座
を
追
わ
れ
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

久
徴
は
江
戸
後
期
文
化
10
年
（
１
８
１
３
）
６
月

５
日
生
ま
れ
た
。
彼
は
幕
末
の
加
納
家
を
語
る
上

で
最
も
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
彼
は
若
く
し
て
山

鹿
流
軍
学
を
学
び
、
天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
17

歳
の
時
に
将
軍
家い
え
な
り斉

に
初
御
目
見
え
を
し
た
。
同

９
年
12
月
に
従
五
位
下
大
和
守
に
叙
任
さ
れ
、
30

歳
で
第
６
代
藩
主
を
襲
封
し
た
後
同
14
年
12
月
備

中
守
に
改
め
た
。（
久
徴
の
読
み
は
４
代
後
に
な
る

我
が
久
朗
と
同
音
（
ひ
さ
あ
き
ら
）
で
あ
り
、
久

徴
を
「
き
ゅ
う
ち
ょ
う
」、
久
朗
を
「
き
ゅ
う
ろ

う
」
と
音
読
み
し
て
区
別
す
る
習
わ
し
と
な
っ
て

い
る
）。

　

久
徴
は
幕
府
の
海
防
策
を
先
取
り
し
藩
領
内

の
九
十
九
里
浜
に
砲
台
を
築
い
た
。
天
保
15
年

（
１
８
４
４
、
弘
化
元
年
）
８
月
、
彼
は
蘭
学
修
得

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
西
洋
砲
術
の
大
家
高
島
秋

帆
の
指
導
を
受
け
、
鋳
物
師
の
増
田
安
治
郎
と
藤

原
重
益
に
大
砲
を
鋳
造
さ
せ
た
。
翌
弘
化
２
年
一

宮
海
岸
沿
い
の
御
林
に
台
場
を
築
い
て
大
砲
５
門

を
据
え
た
。
５
年
を
か
け
て
築
造
し
て
い
た
５
つ

の
台
場
は
北
か
ら
南
に
、
一
、
鱗
芝
口
（
南
北
長

さ
７
間
、
高
さ
４
尺
５
寸
、
16
坪
）、
二
、
蓮
谷
口

（
南
北
長
さ
11
間
、
高
さ
９
尺
５
寸
、
46
坪
）、
三
、

新
道
口
（
南
北
長
さ
６
間
、
高
さ
７
尺
、
26
坪
）、

四
、
古
道
口
（
南
北
長
さ
７
間
、
高
さ
９
尺
、
36
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坪
）、
五
、
神
道
口
（
南
北
長
さ

14
間
、
高
さ
６
尺
、
25
坪
）
で
あ

る
。（
１
間
は
約
１
・
８
ｍ
、
１
尺

は
約
33
㎝
、
１
寸
は
約
３
㎝
、
１

坪
は
約
３
・
３
㎡
）。
大
砲
は
砲
身

全
長
１
５
４
㎝
、口
径
６
・
５
㎝
、筒
先
の
直
径
24
㎝
、

最
も
太
い
と
こ
ろ
30
・
５
㎝
の
鋳
物
で
、
加
納
家
家

紋
（
丸
に
違
い
柏
）
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
台
場

の
築
造
に
は
農
民
ら
１
３
７
５
人
が
動
員
さ
れ
、
日

当
と
し
て
一
人
米
５
合
（
１
合
は
約
１
８
０
cc
）
が

藩
か
ら
支
給
さ
れ
た
。

　

大
砲
と
は
い
っ
て
も
、
四し

斤き
ん

山さ
ん

砲ぽ
う

な
ど
の
洋
式
砲

に
比
べ
れ
ば
初
歩
的
な
火
縄
式
で
、
射
程
距
離
は
わ

ず
か
数
百
ｍ
に
す
ぎ
ず
、
弾
丸
は
炸
裂
し
な
い
た
め

発
射
後
に
探
し
当
て
て
は
何
回
も
使
わ
れ
た
。
い
よ

い
よ
据
え
付
け
が
完
了
し
、
藩
主
久
徴
を
は
じ
め
多

数
の
藩
士
が
見
守
る
中
発
射
実
験
が
始
め
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
５
門
の
う
ち
、
１
門
の
砲
台
の
基
盤
が
軟

弱
だ
っ
た
せ
い
か
東
の
波
打
際
に
向
か
っ
て
発
射
さ

れ
た
弾
丸
が
45
度
北
に
飛
ん
で
農
作
業
し
て
い
た
農

夫
の
近
く
に
着
弾
し
て
し
ま
っ
た
。
農
夫
は
腰
を
抜

か
し
お
び
え
た
と
の
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
久
徴

は
台
場
付
近
に
６
軒
の
武
士
溜
り
陣
所
、
倉
庫
な
ど

を
建
て
た
。
一
宮
藩
の
砲
台
は
幕
府
が
江
戸
湾
に
築

い
た
品
川
砲
台
（
品
川
台
場
）
よ
り
８
年
早
く
、
禄

高
か
ら
判
断
す
れ
ば
小
藩
に
す
ぎ
な
い
大
名
の
海
防

う
ち
か
け
な
ど
の
他
に
和
宮
が
使
用
し
た
御か

籠ご

を
拝

領
し
た
。
御
籠
は
菊
花
の
紋
章
が
つ
い
た
小
型
の
女

性
用
の
も
の
で
、
現
在
一
宮
町
の
指
定
文
化
財
と
し

て
東と

う

漸ぜ
ん

寺じ

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
文
久
３
年
12
月
、

九
十
九
里
で
真
忠
組
の
騒
乱
（
浪
士
ら
に
よ
る
金
品

強
奪
事
件
）
が
起
き
た
が
、
年
明
け
正
月
に
久
徴
は

福
島
藩
主
板
蔵
勝
顕
、
佐
倉
藩
主
堀
田
正
倫
、
多た

古ご

藩
主
松
平
勝
行
ら
と
と
も
に
鎮ち

ん

撫ぶ

を
命
じ
ら
れ
一
宮

藩
兵
１
５
０
人
を
率
い
て
騒
乱
を
鎮
圧
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

久
徴
は
将
軍
側
近
で
は
あ
っ
た
が
、
攘
夷
論
や
海

防
策
の
み
を
声
高
に
論
じ
る
武
辺
一
辺
倒
の
藩
主
で

は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
歴
史
・
文
芸
・
美
術
を
愛
す

る
教
養
人
で
あ
り
、
文
人
肌
の
藩
主
で
あ
っ
た
。
文

化
・
文
政
期
（
１
８
０
４
～
１
８
２
９
）、
農
政
家

佐
藤
信の

ぶ

淵ひ
ろ

が
病
気
治
療
の
た
め
一
宮
藩
領
に
滞
在
中

顧
問
格
に
採
用
し
、
洞ど

う

庭て
い

湖こ

（
中
国
湖
南
省
の
中
国

第
一
の
淡
水
湖
、
瀟

し
ょ
う
し
ょ
う
は
っ
け
い

湘
八
景
の
美
景
に
ち
な
ん
で
久

徴
が
命
名
）
の
拡
張
・
整
備
や
地
引
網
漁
業
の
振
興

を
は
か
ら
せ
た
。
こ
の
洞
庭
湖
は
「
洞ほ

ら

の
堰せ

き

」
と
呼

ば
れ
た
溜
池
を
拡
張
さ
せ
、

周
囲
に
桜
を
植
樹
し
て
桜

の
名
所
と
し
憩
い
の
場
所

に
し
た
の
で
あ
る
。
洞
庭

湖
の
完
成
と
藩
士
で
紀
州

流
土
木
技
術
者
岩
堀
市
兵

衛
に
よ
っ
て
、
湖
の
水
を

水
田
や
民
家
に
流
下
さ
せ

る
水
路
が
開
削
さ
れ
、
城

下
を
走
る
水
路
は
「
市
兵

衛
堀
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

天
保
期
（
１
８
３
９
～

策
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
大
砲
は
１
門
だ
け
茂

原
市
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
千

葉
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
台
場
の
築
か
れ
た
海
岸
の

砂
丘
に
は
記
念
碑
が
立
っ
て
い

る
。
久
徴
は
藩
の
軍
制
改
革
も

断
行
し
、
１
０
０
人
程
度
の
家

臣
団
で
は
迫
り
来
る
危
機
に
対

応
で
き
な
い
と
し
て
町
人
や
農

漁
民
の
青
年
た
ち
を
集
め
て
銃

砲
を
主
力
武
器
と
し
た
オ
ラ
ン

ダ
式
の
部
隊
編
成
や
練
兵
訓
練

を
実
施
し
た
。
部
隊
を
赤
白
黒
青
黄
の
５
色
に
色
分

け
し
、
鉄
砲
組
、
弓
組
、
歩
兵
組
な
ど
に
編
成
を
し

て
訓
練
を
重
ね
た
。「
加
納
の
陣
立
て
」
と
し
て
幕

府
内
外
の
評
判
を
呼
ん
だ
。
い
ち
早
く
洋
式
軍
隊
に

切
り
替
え
た
の
は
、
幕
府
要
人
と
し
て
海
外
情
報
に

接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
嘉
永
６
年

（
１
８
５
３
）
６
月
、
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司

令
官
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
軍
艦
４
隻
が
浦
賀
沖
に
来

航
し
幕
府
に
開
国
を
迫
る
。「
外
患
」
は
油
に
火
を

注
い
だ
よ
う
に
一
気
に
高
ま
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

久
徴
は
嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
正
月
大
番
頭
と

な
り
、
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
２
月
に
は
「
加
納

の
陣
立
て
」
が
評
価
さ
れ
て
講
武
場
（
幕
府
の
洋
式

武
術
修
練
所
、
後
の
講
武
所
）
総
裁
を
兼
務
し
、
同

年
11
月
に
駿
河
守
に
改
め
た
。
翌
３
年
２
月
講
武
所

総
裁
を
辞
任
し
た
が
、
同
４
年
５
月
に
奏
者
番
に
転

じ
た
。
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
３
月
３
日
、
桜
田

門
外
の
変
で
大
老
井
伊
直
弼
が
水
戸
浪
士
な
ど
18
人

１
８
４
３
）、
先
祖
株
組
合
を
結
成
さ
せ
、
当
時
農

村
指
導
者
と
し
て
著
名
な
大
原
幽
学
に
依
頼
し
て

頼た
の
も
し
こ
う

母
子
講
※

を
普
及
さ
せ
耕
地
整
理
を
進
め
た
。
下

総
国
香
取
郡
長な

が
べ部

村
に
隅
居
を
構
え
た
幽
学
は
、
加

納
家
と
の
交
流
を
好
み
４
度
も
一
宮
を
訪
れ
て
い

る
。漢
詩
人
梁や

な

川が
わ

星せ
い

巌が
ん

は
尊
王
攘
夷
派
で
あ
っ
た
が
、

一
宮
に
仮か

寓ぐ
う

し
て
多
く
の
漢
詩
を
残
し
特
に
一
宮
川

の
黄
蜆し

じ
みを
讃
え
た
詩
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
他
、
久

徴
は
詩
人
・
儒
学
者
の
安
積
艮ご

ん

斎さ
い

、
同
藤
森
弘
庵
ら

高
級
文
化
人
と
も
交
流
し
た
。
一
宮
本
郷
村
は
外
房

往
還
に
面
し
、
久
徴
が
藩
主
だ
っ
た
文
政
９
年
以
降

は
静
養
を
兼
ね
た
文
人
墨
客
の
来
訪
が
多
く
外
房
に

お
け
る
文
化
の
中
心
の
一
と
な
っ
た
。
幕
末
の
動
乱

期
に
幕
府
中
枢
で
活
躍
し
た
久
徴
は
、
元
治
元
年

（
１
８
６
４
）
３
月
22
日
に
51
歳
で
他
界
し
、
江
戸
・

四
谷
の
戒
行
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
久
徴
は
幕
末
の
海

防
策
の
先
駆
者
で
あ
り
、
同
時
に
一
宮
藩
の
農
業
振

興
や
歴
史
文
化
の
向
上
に
も
尽
力
し
た
開
明
的
名
君

だ
っ
た
。

　

同
年
５
月
に
養
子
久ひ

さ

恒つ
ね

が
遺
領
を
継
い
だ
。
第
７

代
藩
主
で
あ
る
。久
徴
に
は
子
息
が
な
か
っ
た
た
め
、

文
久
２
年
閏
８
月
に
前
田
利
和
の
次
男
久
成
を
養
子

に
し
た
。
が
、
翌
３
年
６
月
に
病
死
し

た
た
め
、
改
め
て
黒
田
直
静
の
次
男
久

恒
を
養
嗣
子
に
し
た
の
で
あ
る
。
久
恒

は
元
治
元
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

江
戸
市
中
取
締
り
を
命
じ
ら
れ
こ
れ
を

勤
め
た
が
、
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）

７
月
に
弱
冠
21
歳
で
病
没
し
た
。
こ
の

た
め
養
嗣
子
久ひ

さ

宜よ
し

が
相
続
し
た
。
久
宜

は
三
池
藩
（
現
福
岡
県
大
牟
田
市
）
藩

主
立
花
種
道
の
次
男
で
、
同
年
10
月
に

家
督
を
継
い
だ
。
最
後
の
藩
主
（
第
８

代
）
で
久
朗
の
父
・
久
宜
は
、
幕
末
・

の
襲
撃
を
受
け
暗
殺
さ
れ
た
。
襲
撃
者
た
ち
は
天
下

の
大
法
を
犯
し
た
重
罪
人
と
し
て
逮
捕
・
拘
束
さ
れ

た
。
久
徴
は
浪
士
の
う
ち
６
人
を
預
か
り
、
一
宮
陣

屋
内
の
座
敷
牢
に
収
容
し
た
。
彼
は
水
戸
の
浪
士
ら

の
身
柄
を
あ
え
て
拘
束
せ
ず
自
由
な
振
舞
い
を
許
さ

れ
た
こ
と
か
ら
浪
士
は
感
激
し
藩
士
や
領
民
に
水
戸

学
を
教
え
た
。
久
徴
は
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
７

月
美
濃
国
苗
木
藩
（
外
様
１
万
石
、
現
岐
阜
県
中
津

川
市
）
の
藩
主
遠
山
友と
も

詳あ
き

と
と
も
に
若
年
寄
に
昇
進

し
た
。

　

老
中
安
藤
信
正
を
中
心
に
公
武
合
体
が
進
め
ら

れ
、
久
徴
は
こ
れ
に
積
極
協
力
し
て
、
同
年
９
月
皇

女
和か

ず
の
み
や
宮
の
降
嫁
に
従
う
大
役
、
道
中
供ぐ

奉ぶ

の
総
奉

行
（
総
責
任
者
）
を
勤
め
た
。
尊
王
、
攘
夷
、
倒

幕
、
開
港
な
ど
幕
末
の
混
沌
と
し
た
世
相
の
中
、
過

激
派
や
浪
士
に
よ
る
和
宮
襲
撃
や
拉
致
な
ど
の
不
測

の
事
態
も
予
測
さ
れ
、
道
中
供
奉
は
決
死
の
覚
悟

で
あ
っ
た
。
11
月

15
日
京
都
を
発
し

て
か
ら
22
泊
の
長

途
の
末
に
無
事
江

戸
到
着
の
大
任
を

果
た
す
こ
と
が
出

来
た
。
江
戸
到
着

後
の
12
月
、
和
宮

か
ら
御
礼
と
し
て

豊
前
国
長
盛
作
の

大
刀
、
鞍く

ら

鎧よ
ろ
い１
具
、

明
治
・
大
正
の
激
動
期
を
生
き
た
英
知
あ
ふ
れ
る
指

導
者
で
あ
る
。
次
回
紹
介
す
る
。

〈
付
録
〉

　

加
納
家
は
、
寛
政
８
年
（
１
７
９
６
）
以
降
大
名
と

し
て
の
藩
領
石
高
が
１
万
３
０
０
０
石
と
な
る
。
安
政

２
年
（
１
８
５
５
）
の
領
地
を
見
て
み
る
と
、
旧
陣

屋
が
置
か
れ
た
伊
勢
国
三
重
、
員い

弁な
べ

、
多
気
の
３
郡

内
14
か
村
に
６
９
２
４
石
余
存
在
し
、
藩
領
全
体
の

43
・
１
％
を
占
め
て
い
た
。
次
い
で
陣
屋
が
あ
っ
た
上

総
国
長
柄
郡
の
10
か
村
で
全
体
の
27
・
６
％
に
相
当
す

る
４
４
４
０
石
余
、
さ
ら
に
上こ

う
ず
け
の
く
に

野
国
（
現
群
馬
県
）
佐さ

位い

、
新に
っ
た田
両
郡
内
12
か
村
に
２
６
５
０
石
余
存
在
し
て

い
た
。
表
石
高
は
１
万
３
０
０
０
石
で
あ
っ
た
が
、
込こ

み

高だ
か

（
別
途
支
給
の
石
高
）
が
３
０
７
３
石
余
あ
っ
た
た

め
、
実
高
は
１
万
６
０
７
３
石
で
あ
っ
た
。
版
籍
奉
還

後
の
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）
10
月
に
領
地
替
え
が
行

わ
れ
、
伊
勢
、
下
総
、
上
野
の
３
か
国
内
32
か
村
と
上

総
の
う
ち
飛
地
５
か
村
が
上じ

ょ
う
ち知
さ
れ
て
、
房
総
県
知

事
が
管
轄
し
て
い
た
長
柄
郡
内
30
か
村
と
安あ

わ
の
く
に

房
国
花

房
藩
領
で
あ
っ
た
21
か
村
を
下か

賜し

さ
れ
た
。
実
高
は

１
万
６
３
１
６
石
８
升
８
合
余
で
あ
っ
た
。

（
参
考
文
献
：
千
葉
県
一
宮
町
教
育
委
員
会
蔵
「
加
納
家
史

料
目
録
」、『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』、『
江
戸
武
鑑
』、『
ふ

る
さ
と
今
昔
』（
上
総
一
ノ
宮
郷
土
史
研
究
会
編
）、『
房
総

諸
藩
録
』（
須
田
茂
）、『
一
宮
町
史
』、
筑
波
大
学
付
属
図
書

館
資
料
な
ど
）。

（
つ
づ
く
）。

洞庭湖（現在）

〈 

新
刊
紹
介 

〉

筆
者
の
『
湖
面
の
光 

湖
水
の
命
～
〈
物
語
〉
琵
琶
湖

総
合
開
発
事
業
～
』（
発
行
：
サ
ン
ラ
イ
ズ
社
）
が

７
月
１
日
に
発
行
さ
れ
ま
す
。

定
価　

本
体
１
２
０
０
円
＋
税

加納藩幕末の台場大砲
（千葉県文化財、茂原市所蔵）

※ 組合形式をとる共済的金融の仕組み。一定の期日に構成員
が掛け金を出し、くじや入札で決めた当選者に一定の金額
を給付し、全構成員に行き渡ったとき解散する

皇女和宮の駕
か

籠
ご

（東漸寺蔵）

皇女和宮
（加納久宜研究会資料）

台場記念碑（一宮町海岸部）

先
月
号
Ｐ
45
の
中
段
、後
ろ
か
ら
13
行
目
の
「
久
道
」
は
「
久
通
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。


